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　「
先
生
、
ち
ょ
っ
と
頭
が
痛
い
で
す
」

　
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
け
れ
ど
、
そ
う

言
っ
て
学
校
の
保
健
室
へ
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
昼
休
み
や
放
課
後
に
ち
ょ
っ

と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
に
、
悩
み
ご
と
を

話
し
に
、
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

　
病
院
へ
行
く
ほ
ど
の
不
調
で
も
な
い

と
き
、
少
し
悩
み
を
聞
い
て
ほ
し
い
と

き
に
、
気
軽
に
行
け
る「
保
健
室
」が
倉

吉
市
に
も
で
き
ま
し
た
。

問
総
合
政
策
課（
あ
22
ー
８
１
６
１
／
い
22
ー

８
１
４
４
）、
保
健
セ
ン
タ
ー（
あ
26
ー
５
６
７
０
／

い
26
ー
５
６
６
０
）

保
健
室
に
寄
っ
て
い
こ
う
。

田内公民館で行われた『まちの保健室』の様子
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地
域
の
健
康
を
支
え
る 

身
近
な
相
談
場
所

　「
い
つ
も
の
調
子
が
出
な
い
」「
な

ん
と
な
く
疲
れ
た
」
と
感
じ
る
こ
と

は
誰
に
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
、
学
生
の
頃
は
、
保
健
室

へ
行
っ
て
保
健
の
先
生
に
相
談
す
る

こ
と
で
、
心
の
モ
ヤ
モ
ヤ
が
解
消
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
体
だ
け

で
な
く
心
を
休
め
る
と
い
う
意
味
で

も
大
切
な
場
所
で
あ
り
、
誰
も
が
気

軽
に
行
け
る
の
で
、
い
つ
も
保
健
室

に
は
数
人
の
学
生
が
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
大
人
に
な
り
、
体
や
心

の
不
調
に
対
す
る
不
安
や
悩
み
を
取

り
除
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
と
き

に
、
ど
こ
へ
行
っ
て
誰
に
相
談
す
れ

ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
結
局
、
不

安
や
悩
み
を
自
分
の
中
に
抱
え
た
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
学
校
の
保
健
室
の
よ
う
に
、
身
近

で
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
が
あ

れ
ば
心
強
い
で
す
ね
。

健
康
に
つ
い
て
振
り
返
り
、 

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
を

　
健
康
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が

あ
る
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
、

生
活
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
、

な
ど
と
い
う
人
が
気
軽
に
立
ち
寄

り
、
相
談
で
き
る
―

　
そ
ん
な
場
所
が
、
鳥
取
看
護
大
学

が
行
っ
て
い
る『
ま
ち
の
保
健
室
』で

す
。
身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、
骨
密

度
測
定
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
ほ

か
、
健
康
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
鳥
取
看
護
大
学
と
上
井
地
区
公
民

館
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る「
拠

点
型
・
准
拠
点
型
」の『
ま
ち
の
保
健

室
』
で
は
、
教
員
に
よ
る
健
康
ミ
ニ

講
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
公
民
館
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出

向
く「
イ
ベ
ン
ト
型
・
出
前
型
」の『
ま

ち
の
保
健
室
』も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、「
出
産
」「
子

育
て
」「
病
気
」「
心
の
健
康
」「
生
活
習

慣
病
」「
介
護
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
な
問

題
に
鳥
取
看
護
大
学
の
教
員
な
ど
が

対
応
し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

健
康
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
参
加
し
て
い
る
学
生
に

と
っ
て
は
、
住
民
と
の
関
わ
り
な
ど

を
通
し
て
、「
向
き
合
う
力
」「
寄
り

添
う
力
」「
地
域
と
共
に
歩
む
力
」
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
学
び
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、『
ま
ち
の
保
健
室
』が
地
域

に
定
着
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
の

さ
ら
な
る
健
康
づ
く
り
支
援
に
結
び

つ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市民の健康意識は？

　日本人の死亡原因の第１位

は、がん。倉吉市でも３人に１

人が、がんで亡くなっており、

身近なことと感じる人も多いの

ではないでしょうか。

　一方、健康意識を測る一つ

の目安として、がん検診や特

定健診などの受診率があげら

れますが、倉吉市民の受診率

は、県内市町村で最下位の状

態が何年も続いています。

健康状態の確認の必要

　「まさか自分に限って…」と

思っている人も、例えば５年先、

１０年先の自分の姿を想像して

みてください。今のように健康

で、元気で生活している姿が

みえていますか？

　健診は「気がかりがあるから

受診する」のではなく「元気だか

らこそ受診しておく」もの。健

診結果は生活習慣の結果です。

健康状態を確認し、生活を見

直すきっかけにしましょう。

ち
ょ
っ
と
疲
れ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
行
き
た
い
場
所
に

大学と公民館で定期的に開催される『まちの保
健室』では、健康ミニ講話が聞ける

イベント会場へ出前し
て健康チェックを行う

骨密度測定はいつも人気

体脂肪測定

血圧測定

健康相談

学生も参加

健保 室に寄っていこう。
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　私のような看護師は、近所の人

に「子どもがケガしたんだけど…」と

相談されることがあります。鳥取看

護大学が取り組む『まちの保健室』

は、例えば「健診結果が気になる」

「この薬はどんなもの？」「介護で気

になることがある」など、地域の人

が気軽に相談できる場所を目指し

ています。また、子育てや介護中

の人は、子どもや家族のことで忙し

く、自分を顧みる機会がなかなかあ

りません。そうした人が自分自身を

振り返り、休憩できる場所でもあり

たいと思います。また、健康チェッ

クを継続的に行うことで、「次まで

にこれをしましょう」などアドバイ

スもできます。

地域と一緒にできる保健室

　『まちの保健室』は地域のニーズ

に応じて開催することができます。

「イベントで血圧測定コーナーをつ

くりたい」「町内で健康の話が聞きた

い」などの依頼も大歓迎です。

　けれども大学の限られた職員だ

けで行うのは限りがあります。例え

ば受付や体組成計など市販の機械

の操作は誰でもできます。その結

果に基づく健康相談を大学が担う

という方法もあります。地域が主体

となり、『まちの保健室』を運営でき

るようになれば、より多くの地域に

広げることができます。

　大学では現在、市民を対象に、『ま

ちの保健室』を運営するリーダーを

養成する取り組みを検討していま

す。また、地域を知る地元の看護

師の参加協力があると私たちも心

強いです。

地域がキャンパス、住民が先生

　鳥取看護大学は地域に根差した

看護を目指し、地域全体がキャン

パスと考えています。『まちの保健

室』で地域とのふれあいを経験した

学生が、病院などで「この患者さん

は退院したら、地域で○○したい

だろうな。だからこういうケアをし

よう」と、個々に合った看護を想像

できる看護師になってくれたらと思

います。たくさんの人に来ていただ

き、いろいろなことをお話ししてく

ださい。「みんなで行こう」と声を掛

け合っていらっしゃってください。

地域との関わりを―

鳥取看護大学学生

　測定だけでなく健康相

談もあるので、いろんな人に

来ていただいて自分の体のことを

知ってもらいたいです

　　　　　　　　岡田

　　病院に行ってから体の状

　態を知るのではなくて、『まちの

保健室』で自分の健康を振り返っても

らいたいです。一緒に健康づくりをし

　ましょう！

　　　　　　　　　　藤江

　　　　体のことを考える機会

　　であると同時に、みんなで集ま

　　ることにより精神的に安定する

こともあるので、人との関わりを持つ

大切な機会でもあると思います。

　これからも地域との関わりを大きく

　　していけたらいいな

　　　　　　　　　　　渡邊

インタビューに応じてくれた鳥取看護大

学１年生（１期生）。左から渡邊茉
ま り な

里奈さん、

藤江真
ま こ

子さん、岡田佳
か す み

純さん

鳥取看護大学 田中 響
ひびき

教授
　阪神大震災後の神戸で、近田敬子学長
とともに『まちの保健室』を広めてきた。

「『まちの保健室』という名前を聞いたらぜ
ひ立ち寄ってください。一度体験するとや
みつきになりますよ」と語る。

　私たちは、『まちの保健室』で受付、

身体測定、体脂肪測定などをしてい

ます。２年生になると血圧測定もで

きるようになります。『まちの保健室』

で地域に出たり、倉吉には行事など

地域と関わるきっかけがたくさんあ

るので、どんどん参加して、もっと

地域のことを知っていきたいです。

「地域の人たちをまちごと元気に」
―それが『まちの保健室』の目指すもの

ま
健保

のち
室
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現
在
、
市
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
の
受

診
率
向
上
に
向
け
た
方
策
な
ど
を
考

え
た
り
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
皆

さ
ん
に
声
掛
け
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
健
康
課
題
の
解
決
に
は
、
何
よ

り
個
人
の
主
体
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。「
病
院
に
行
く
の
は

ち
ょ
っ
と
お
お
げ
さ
だ
」「
気
軽
に
健

康
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
」
な
ど
、
住
民

が
自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
健
康
課

題
の
解
決
策
を
考
え
た
と
き
、『
ま

ち
の
保
健
室
』
の
よ
う
に
気
軽
に
ア

ド
バ
イ
ス
や
、
手
助
け
す
る
仕
組
み

が
あ
れ
ば
、
よ
り
一
層
健
康
に
な
ろ

う
と
い
う
意
識
が
高
ま
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
は 

個
々
の
健
康
意
識
か
ら

　
健
康
づ
く
り
は
、
市
民
が
主
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
、
そ
れ
を
社
会
全

体
が
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
地
域
で
の
呼
び
か
け
や
働
き
か
け

で
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
に
行
っ
た

り
、
健
康
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
な
ど
、「
住
民
参
加
型
の

保
健
活
動
」「
地
域
力
を
生
か
し
た
健

康
づ
く
り
」を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

住
民
同
士
が「
健
診
に
行
こ
う
」と
声

を
掛
け
合
え
た
り
、
病
気
が
あ
っ
て

も
自
分
自
身
の
健
康
管
理
が
で
き
、

重
症
化
を
予
防
し
よ
う
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
健
康
な
う
ち
か
ら
、
が
ん
検
診
・

特
定
健
診
を
受
診
し
た
り
、
保
健
セ

ン
タ
ー
の
定
期
的
な
健
康
相
談
、
鳥

取
看
護
大
学
の『
ま
ち
の
保
健
室
』な

ど
を
活
用
し
て
地
域
で
健
康
意
識
を

高
め
、
元
気
な
ま
ち
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

鳥取看護大学「まちの保健室」

日毎月第３水曜日 午後１時半～３時半

※午後１時から受付

所鳥取看護大学棟１階 交流ホール

【会場へのアクセス】

　自家用車でお越しの場合は大学構内の

駐車場をご利用ください。

　公共交通の場合は、倉吉駅バスターミ

ナル５番のりば からスクールバスが出

発していますのでご利用ください。

※�このほか地域のイベントや公民館などへ出向い

て開催もしています。

問鳥取看護大学（あ２７－２８００）

健康ミニ講話テーマ

11/18 よい睡眠で元気はつらつ！ 

12/16 暮らしの中で防ごう高血圧 

 1/20 今日からできる寝たきり予防 

 2/17 鳥取県は、健康王国？ 

 3/16
振り返ろう健康生活！ 
１年の健康づくりの評価

地
域
で
、
自
分
で
、
健
康
を
守
る

上井地区公民館

岡本保夫 館長

地区として共にできることを―

上井地区公民館

　上井地区は大学の地元というこ

とで、開学の前から『まちの保健

室』が開催されています。公民館と

して、『まちの保健室』のほかにも、

地域学習や地域の研究の受け入れ

など、現在できるところから協力

しています。

　上井公民館での『まちの保健室』

は３か月に１回の開催です。昨年

９月から始まりましたが、リピー

ターや、夫婦や近所で誘い合っ

てくる姿も見られ、現在３０人ほ

どが集まります。参加者は６０～

８０代が中心です。体調が悪くな

るまで病院に行かなかったり、元

気な人には「病気の予防」という考

えがあまりないのかもしれません

が、健康チェックで今の健康状況

を把握し、それを継続することで

病気にならないように気を付ける

ことが大切ではないでしょうか。

　今後も大学と調整しながら一緒

に開催できる事業があればと思い

ます。

健保 室に寄っていこう。



人
間
国
宝
─
大
坂
弘
道
さ
ん

倉
吉
市
名
誉
市
民
に

９
人
目
の
名
誉
市
民
は
人
間
国
宝

　

平
成
９
年
、
鳥
取
県
出
身
者
と
し

て
初
め
て
国
の
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者（
人
間
国
宝
）と
な
っ
た
大
坂
弘

道
さ
ん
。

　

６
月
24
日
、
大
坂
弘
道
さ
ん
を
９

人
目
の
倉
吉
市
名
誉
市
民
と
す
る
こ

と
が
市
議
会
で
決
ま
り
、
10
月
３
日

に
そ
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大
坂
弘
道
さ
ん
の
歩
み

　

下
古
川
で
生
ま
れ
、
絵
描
き
に
な

り
た
い
と
い
う
夢
を
も
っ
て
東
京
学

芸
大
学
美
術
科
に
進
学
し
た
大
坂
さ

ん
は
、
大
学
で
木
工
芸
と
出
会
い
、

東
京
で
美
術
教
諭
を
し
な
が
ら
、
正

倉
院
宝
物
の
研
究
と
、
そ
れ
を
生
か

し
た
作
品
を
作
り
つ
づ
け
、
各
種
展

覧
会
で
文
部
大
臣
賞
を
は
じ
め
、数
々

の
賞
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
実
力
が
評
価
さ
れ
、
宮

内
庁
か
ら
委
嘱
を
う
け
、
１
，
２
０
０

年
以
上
も
前
に
作
ら
れ
た
と
い
う
正

倉
院
宝
物「
紫し
た
ん
も
く
が
の
は
こ

檀
木
画
箱
」の
復
元
模

造
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
教
諭
を
や
め
、
全
身
全
霊
を
か
け

て
こ
の
制
作
に
取
り
組
ん
だ
大
坂
さ

ん
は
、
実
に
６
年
の
歳
月
を
か
け
て
、

古
代
の
木
工
職
人
の
技
術
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
こ
の
宝
物
の
研
究
を
自

身
の
作
品
に
生
か
し
、
繊
細
で
美
し

い
加
飾
を
多
分
に
取
り
入
れ
た
作
品

を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
平
成
９
年
、
そ
の
高
い
技

量
を
発
揮
し
た
精
密
さ
と
、
正
倉
院

宝
物
の
研
究
成
果
を
応
用
し
た
加
飾

技
法
が
認
め
ら
れ
、
木
工
芸
で
は
６

人
目
、
鳥
取
県
出
身
で
は
初
と
な
る

人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
た
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
へ
馳
せ
る
思
い

　
昨
年
は
、
大
坂
さ
ん
の
特
別
展
を

倉
吉
博
物
館
で
開
催
。
精せ
い

緻ち

で
華
や

か
な
作
品
が
、
多
く
の
来
館
者
に
感

動
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
10
点
が

倉
吉
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
誉
市
民
の
称
号
は
、
こ
う
し
た

大
坂
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め

に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
名
誉
市
民
の
称
号
を
手
に
し
た
大

坂
さ
ん
は
、「
石
工
の
町
だ
っ
た
下

古
川
で
、
職
人
の
仕
事
を
見
な
が
ら

育
っ
た
こ
と
が
、ま
さ
に
私
の
原
点
。

倉
吉
に
は
今
も
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
工

芸
が
息
づ
い
て
い
る
。
ど
こ
に
も
な

い
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
、
ぜ
ひ

こ
の
地
に
残
し
、
若
い
人
に
芸
術
に

触
れ
て
も
ら
い
た
い
」
と
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

倉吉市名誉市民の称号記を

手に （１０月３日(土)）

【倉吉市名誉市民】

　市民又は市に縁故の深い者で、公共の福祉を増進し、又は社会文化

の進展に寄与し、その功績が卓絶で市民の尊敬の的と仰がれる者に対

して、倉吉市名誉市民の称号を贈り、その功労に報いるとともに後世ま

でその功績を顕彰する。（倉吉市名誉市民条例より）

※名誉市民顕彰は、平成２３年、元市長の牧田實夫さん（故人）以来。

東
京
学
芸
大
学
美
術
科
に
入
学

《
神
代
杉
黄
楊
木
飾
箱
》が
伝
統
工
芸

新
作
展
で
初
入
選

正
倉
院
宝
物《
紫
檀
木
画
箱
》復
元
模
造

作
品
が
完
成
、
正
倉
院
に
納
め
る

重
要
無
形
文
化
財「
木
工
芸
」の
保
持
者

（
人
間
国
宝
）に
認
定
さ
れ
る

紫し
じ
ゅ綬
褒ほ
う
し
ょ
う
章
を
受
章

倉
吉
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
受
け
る

60
歳

61
歳

49
歳 34

歳 18
歳

78
歳

HIROMICHI OSAKA 
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「
帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ
」
、
ナ
ポ
リ
民
謡
に

歌
わ
れ
た
名
曲
で
あ
る
。
ナ
ポ
リ
港
か

ら
船
で
左
に
ソ
レ
ン
ト
半
島
を
眺
め
、

カ
プ
リ
島
に
渡
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
大

変
美
し
い
処
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
30
年
暮
れ
、
小
生
冬
休
み
帰

省
中
、
新
聞
か
市
報
の
よ
う
な
広
報

紙
に
投
稿
さ
れ
た
一
文
を
読
ん
だ
こ

と
が
あ
る
。

　

倉
吉
東
高
の
世
界
史
の
先
生
で
、
井

手
畑
在
住
の
徳
田
多
計
雄
氏
の
奥
方

が
、
長
女
史
江
さ
ん
（
奈
良
女
子
大

学
）の
初
め
て
の
夏
休
み
、
早
く
帰
省

を
促
す
気
持
ち
を
電
報
に
託
し
、「
帰

れ
ソ
レ
ン
ト
へ
」
と
一
言
打
電
さ
れ
た

そ
う
だ
。
幸
せ
な
家
族
の
情
景
を
思
い

浮
か
べ
今
も
感
慨
深
い
文
章
と
し
て

記
憶
し
て
い
る
。

　

昔
も
今
も
変
わ
ら
ぬ
故
郷
の
美
し
い

景
色
、
暖
か
い
人
た
ち
、
昨
年
の
工

芸
展
、
今
年
の
名
誉
市
民
章
拝は

い
じ
ゅ受

と

続
け
て
倉
吉
の
地
に
迎
え
ら
れ
、
皆

さ
ま
と
共
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

私
も
残
り
僅わ

ず

か
、
傑
作
を
目
ざ
し

努
力
し
ま
す
。
な
お
一
層
の
ご
教
導

を
賜
り
た
く
市
報
を
通
じ
、
お
礼

旁か
た
が
た々

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

仲
秋　

工
房
に
て

昔も今も変わらぬ

美しい故郷の情景を思う

大坂 弘道 さんからのメッセージ

「大坂弘道の世界」

─ 郷土の輝きとして末永く

─
わ
が
師
は
正
倉
院
宝
物
─

　
こ
れ
は
、
独
学
で
木
工
芸
の
研
究

と
匠
の
技
を
習
得
さ
れ
た
大
坂
弘
道

先
生
の
言
葉
で
す
。

　
宝
物
の
復
元
を
宮
内
庁
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
最
も
精
緻
で
複
雑
な『
紫
檀

木
画
箱
』を
復
元
品
に
選
び
、
調
査

に
４
年
、
制
作
に
２
年
を
か
け
て
完

成
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
時
代
以
降
途

切
れ
て
い
た
錫す
ず
ぞ
う
が
ん

象
嵌
の
技
術
の
復
元

は
、
宝
物
に
対
峙
し
、
耳
を
傾
け
る

先
生
の
探
究
の
姿
勢
と
卓
絶
し
た
技

に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

正
倉
院
宝
物
が
経
年
劣
化
に
よ
り
本

来
の
輝
き
を
失
っ
た
今
、
聖
武
天
皇

の
御み
く
ら蔵
に
納
め
ら
れ
た
当
初
の
ま
ば

ゆ
い
姿
は
、
大
坂
先
生
の
復
元
品
で

想
像
す
る
よ
り
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
当
館
で
開
催
し
た
特
別
展
で

は
、
多
く
の
市
民
が
人
間
国
宝 

大

坂
弘
道
先
生
の
精
緻
を
極
め
た
最
高

の
技
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
市
に
寄
贈
を
受
け
た
至
宝
10
点
は
、

倉
吉
の
誇
り
と
し
て
、
郷
土
の
輝
き

と
し
て
永
く
顕
彰
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
大
坂
先
生
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
創

作
に
励
ん
で
い
た
だ
き
、「
大
坂
弘
道

の
世
界
」を
完
遂
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

根鈴 輝雄倉吉博物館長

形
と
と
も
に

よ
み
が
え
る

古
代
木
工
職
人
の

精
緻
な
技
工

▲�紫
し た ん

檀木
もくがのはこ

画箱（正倉院宝物模造）1986 作家蔵 
宮内庁の委嘱により、木材などの調査を含め６年の
歳月をかけて完成させた

緑
りょくげ

牙撥
ばちるのしゃく

鏤尺（正倉院宝物

模造）1994 作家蔵

▲

 

撥鏤とは、象牙の表面を

染め、毛彫りで文様を表

す技法。

▲ �大坂さんが制作した「緑

牙撥鏤尺（模造）」につ

いて石田市長に解説。

「宝物がどこで作られ、

何のために使われてい

たものか誰にもわから

ない」（１０月２日（金））

（7）平成 27.11



《平成２７年度倉吉市名誉市民称号贈呈式・表彰式》
長年にわたる市政・市民福祉へのご尽力、寄付金や備品などのご支援に深く感謝いたします。

問総務課（あ２２―８１１２／い２２－１０８７）

皆さんの生活に直結する制度やイベントを

紹介するコーナーです。

くらよし市政情報

　
平
成
27
年
度
倉
吉
市
名
誉
市
民
称
号
贈

呈
式
と
倉
吉
市
表
彰
式
が
10
月
３
日（
土
）

に
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
名
誉
市
民
に
認
定
さ
れ
た

人
間
国
宝
で
あ
る
大
坂
弘
道
さ
ん
に
名
誉

市
民
の
称
号
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
市

表
彰
条
例
に
基
づ
き
、多
年
に
わ
た
っ
て
、

市
政
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
多
大
の
ご

貢
献
を
い
た
だ
い
た
個
人
お
よ
び
団
体
を

表
彰
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

名
誉
市
民

　
大
坂 

弘
道（
東
京
都
練
馬
区
）

　
名
誉
市
民
と
は
、
市
民
ま
た
は
市
に
特

に
縁
故
の
深
い
人
で
、
公
共
の
福
祉
を
増

進
し
、
ま
た
は
社
会
文
化
の
進
展
に
寄
与

し
、
そ
の
功
績
が
卓
絶
で
市
民
の
尊
敬
の

的
と
仰
が
れ
る
人
に
対
し
て
称
号
が
贈
ら

れ
、
そ
の
功
労
に
報
い
る
と
と
も
に
、
後

世
ま
で
そ
の
功
績
が
顕
彰
さ
れ
ま
す
。

功
労
表
彰

■�

市
の
産
業
、
文
化
な
ど
に
関
し
、

そ
の
振
興
、
市
民
福
祉
の
増
進
な

ど
の
た
め
、
特
に
功
労
が
顕
著

【
自
治
公
民
館
長
と
し
て
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
貢
献
】

・
中
井 

正ま
さ
な
お直（

下
福
田
）

【
市
美
術
展
覧
会
審
査
員
と
し
て
芸
術
・

文
化
の
振
興
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
書

道
家
と
し
て
創
作
活
動
お
よ
び
普
及
・
育

成
に
尽
力
】

・
木
村 

啓
子（
東
伯
郡
琴
浦
町
）

【
社
会
教
育
委
員
と
し
て
社
会
教
育
の
振

興
に
貢
献
】

・
竹
田 
秀ひ
で
き紀（

関
金
町
泰
久
寺
）

【
学
校
医
と
し
て
保
健
衛
生
の
振
興
発
展

に
貢
献
】

・
桑
名 

富と
み
お雄（
秋
喜
）

・
大
石 

一か
ず
や
す康（

西
倉
吉
町
）

■�

市
の
公
益
、
市
民
福
祉
の
増
進
の

た
め
、
２
０
０
万
円（
団
体
の
場
合

は
、
５
０
０
万
円
）以
上
の
金
品
を

寄
附

【
寄
附
金
】

・
廣
ひ
ろ
か
わ川 

仁ひ
と
し（
大
阪
市
阿
倍
野
区
）

【
倉
吉
博
物
館
資
料
】

・
大
坂 

弘
道（
東
京
都
練
馬
区
）

・
足あ
し
ば羽 

弘ひ
ろ
と
ぎ研（

大
阪
府
寝
屋
川
市
）

善
行
表
彰

■�

市
の
産
業
、
文
化
な
ど
に
関
し
、

そ
の
振
興
、
市
民
福
祉
の
増
進

な
ど
の
た
め
特
に
業
績
が
多
大

【
自
治
公
民
館
長
と
し
て
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
貢
献
】

・
高
田 

久ひ
さ
し（

研
屋
町
）

【
保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
】

・
大
下 

一
郎（
福
光
）

【
学
校
医
と
し
て
保
健
衛
生
の
振
興
発
展

に
貢
献
】

・
近ち
か 

豊と
よ
ひ
ろ浩（

秋
喜
）

【
学
校
薬
剤
師
と
し
て
保
健
衛
生
の
振
興

に
貢
献
】

・
小
林 

健
治（
葵
町
）

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
体
育
の
振

興
発
展
に
貢
献
】

・
山
本 

恭
子（
西
福
守
町
）

・
宇う

だ

が

わ

田
川 

誠ま
こ
と（

秋
喜
）

■�

市
の
公
益
、
市
民
福
祉
の
増
進

の
た
め
、
20
万
円（
団
体
の
場
合

は
50
万
円
）以
上
の
金
品
を
寄
付

【
寄
附
金
】

・
松
田 

隆り
ゅ
う（
新
町
３
丁
目
）

・
大や

ま

と

や

和
屋 

暁
あ
か
つ
き（
東
京
都
杉
並
区
）

・
熊
田 
秀ひ
で
と
し敏（

東
京
都
新
宿
区
）

・
松
井 

輝
夫（
愛
知
県
名
古
屋
市
中
川
区
）

・
北
村 

隆た
か
し（

大
阪
府
四
條
畷
市
）

・
田
中 

雅ま
さ
や
す康（
東
京
都
練
馬
区
）

・
松
岡 

昭あ
き
ら（
大
阪
府
高
槻
市
）

・
山
根 

義
久（
八
屋
）

・
樋と
よ
だ田 

昌ま
さ
し志（
東
京
都
調
布
市
）

【
倉
吉
市
立
図
書
館
資
料
】

・�

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
倉
吉（
大
正
町
）

【
東
中
学
校
備
品
】

・�

東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
宮
川
町
２
丁
目
）

【
倉
吉
博
物
館
資
料
】

・
前ま
え
た田 

明あ
き
の
り範（

東
伯
郡
北
栄
町
）

表彰された皆さん

2015.11（8）



平
成
26
年
度
一
般
会
計
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
　
　
問
議
会
事
務
局（
あ
22
ー
８
１
４
５
／
い
22
ー
８
１
４
６
）

　
平
成
27
年
９
月
第
７
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
８
月
31
日（
月
）か
ら
９
月
25
日（
金
）ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、10
月
16
日（
金
）に
は
平
成
27
年
10
月
第
８
回
倉
吉
市
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
の
会
議
録（
質
問
、
答
弁
な
ど
）は
、
11
月
下
旬
か
ら
、
10
月
臨
時
会
の
会
議
録
は
12
月
中
旬
か
ら
各
地
区
公
民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、

市
立
図
書
館
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

市議会報告

 9 定例会
 10 臨時会

９
月
定
例
会

■
報
告
■

【
報
告
受
理
　
３
件
】

●�

平
成
26
年
度
健
全
化
判
断
比
率

及
び
平
成
26
年
度
資
金
不
足
比
率 

●�

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分

（
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
の
議
決
の
一
部
変
更（
成

徳
小
学
校
仮
設
校
舎
建
設（
建

築
主
体
）工
事
））

●�

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分

（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
）

■
認
定
■

【
認
定
　
17
件
】

●�

平
成
26
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
　
ほ
か
16
件

■
議
案
■

【
原
案
可
決
及
び
認
定
　
１
件
】

●�

平
成
26
年
度
水
道
事
業
会
計
利

益
及
び
資
本
剰
余
金
の
処
分
並

び
に
決
算
の
認
定

【
原
案
可
決
　
９
件
】

●�

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）

●�
平
成
27
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●�

平
成
27
年
度
国
民
宿
舎
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正 

●
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正 

●�

特
別
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部

改
正 

●�

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

●�

市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
設
置

条
例
及
び
公
民
館
条
例
の
一
部

改
正

●
財
産
の
処
分

【
同
意
　
３
件
】

●
功
労
表
彰

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

●
教
育
長
の
任
命

■
選
挙
■

【
投
票
　
２
件
】

●
市
議
会
議
長
選
挙

　
　
当
選
人
　
高
田 

周
儀

 

●
市
議
会
副
議
長
選
挙

　
　
当
選
人
　
伊
藤 

正
三

 

■
議
会
発
議
■

【
原
案
可
決
　
１
件
】

●�

少
人
数
学
級
の
推
進
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

復
元
を
は
か
る
た
め
の
意
見
書

提
出

■
陳
情
■

【
採
択
　
１
件
】

●�

少
人
数
学
級
の
推
進
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

復
元
を
は
か
る
た
め
の
意
見
書

提
出

【
趣
旨
採
択
　
３
件
】

●�

小
鴨
小
学
校
増
築
に
伴
う
工
事

設
計
図（
案
）の
変
更
と
敷
地
の

拡
幅

●�

外
国
人
の
扶
養
控
除
制
度
の
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書
提
出

●�

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

（
平
成
27
年
６
月
分
）

【
継
続
審
査
　
１
件
】

●�

ふ
れ
あ
い
会
館「
円
形
校
舎（
旧

明
倫
小
学
校
）」活
用
に
関
す
る

陳
情（
平
成
27
年
３
月
分
）

【
不
採
択
　
１
件
】

●�

憲
法
第
９
条
を
反
故
に
す
る

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
」の

閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め
、「
安

全
保
障
関
連
法
案
」
に
反
対
す

る
意
見
書
提
出

10
月
臨
時
会

■
報
告
■

【
報
告
受
理
　
２
件
】

●�

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分

（
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

●�

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分

（
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
改
正
）

■
議
案
■

【
原
案
可
決
　
３
件
】 

●�

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
）

●�

平
成
27
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

●
損
害
賠
償
の
額
の
決
定 

日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物
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９
月
市
議
会
で「
倉
吉
市
立
小

学
校
及
び
中
学
校
設
置
条
例
」
の

改
正
が
議
決
さ
れ
、「
関
金
小
学

校
」と「
山
守
小
学
校
」が
統
合
し
、

平
成
28
年
４
月
１
日
に
新「
関
金

小
学
校
」
が
開
校
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
２
月
３
日
に
関
金
小
学

校
・
山
守
小
学
校
統
合
準
備
委
員

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
準
備
委
員

会
で
は「
総
務
部
会
」「
学
校
教
育

部
会
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
部
会
」
の
３

つ
の
部
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

で
統
合
に
向
け
て
必
要
な
項
目
を

話
し
合
い
、
検
討
し
た
内
容
を
全

体
会
で
決
定
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
校
歌
・
校
章
の
決

定
は
も
ち
ろ
ん
、
閉
校
記
念
行

事
や
山
守
小
学
校
の
跡
地
利
用

な
ど
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
て

い
き
ま
す
。

　「
倉
吉
市
百
年
の
大
計
」で
あ
る

学
校
再
編
問
題
。
今
回
は
そ
の
最

初
の
統
合
校
と
な
り
ま
す
。
児
童

も
保
護
者
も
地
域
も「
統
合
し
て

良
か
っ
た
」と
実
感
で
き
る
よ
う
、

保
護
者
や
地
域
の
声
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
準
備
委
員
会
を
中
心
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

《新「関金小学校」の開校が決定しました》
�統合準備委員会や学校などの様子をお知らせします。
問学校教育課（あ２２―８１６６／い２２―１６３８）

　
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
改
正
後
の
法
律
に
よ
る
新

教
育
長
に
、
10
月
３
日
付
け
で

福
井
伸
一
郎
さ
ん
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
長
職
務
代
理
者

に
は
藤
田
義
彦
さ
ん
が
決
ま
り

ま
し
た
。

倉
吉
市
教
育
委
員
会

の
新
体
制

役
職

名
前（
敬
称
略
）

教
育
長

福ふ
く
い井

　
伸
し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

教
育
長 

職
務
代
理
者

（
委
員
）

藤ふ
じ
た田

　
義
よ
し
ひ
こ彦

委
員

宮み
や
ち
か近

　
誠
ま
こ
と

委
員

仲な
か
だ田

　
優ゆ
う
こ子

委
員

福ふ
く
い井

　
真ま

き

よ

喜
代

《新しい教育長が決まりました》
�法律の改正により、教育委員長と教育長とが一本化され、任期は３年となりました。
問教育総務課（あ２２―８１６５／い２２―１６３８）

福井伸一郎教育長

� 山守小学校の児童の通学

方法はどうなるの？

通学にはスクールバスを

使用します。

　児童が路線バスを活用するこ

とで、路線バスの利用者数を確

保できるという意見もありまし

たが、児童の安全面や緊急時の

対応を考えて、スクールバス（中

型バス４５人乗）を使用するこ

とになりました。このバスは通

学だけでなく、校外行事などに

も活用していきます。

� 校歌・校章についてはど

うなるの？

どちらも新しいものを選

考中です。

　関金小学校も山守小学校も閉

校して、新しい学校として開校

するため、校歌も校章も新しく

なります。

　８月末までに校歌の歌詞・校

章のデザインを全国公募した結

果、歌詞は６１件、校章は４２

件の作品が集まりました。選考

にあたり、「ふるさとに誇りと

愛着を持てる」ものとなるよう、

準備委員会で慎重に検討してい

ます。３学期からは新しい校歌

を練習する予定です。

統合する子どもたちはど

のように感じているの？

� 期待の一方で不安も。お

互いを知るために「集合学

習」を実施しています。

　４月にアンケートした結果、

両校で「たくさんの友達と遊べ

る」「統合した後の行事が楽し

み」と、統合を楽しみにしてい

る児童の割合が高く見られた一

方、「新しい友達と仲良くでき

るか」「騒がしくならないか」と

心配する声もありました。

　これをふまえ、４月から月１

回の集合学習を実施していま

す。これは両校の児童が同じ教

室で授業を受けたり、合同で行

事に取り組んだりする学習で

す。児童の感想からは、楽しかっ

た様子や友達の輪が広がってい

る様子がうかがえます。

　また、集合学習を通して、友

達がどんな校舎・環境で生活し

てきたのかを知るきっかけにも

していきます。

� 放課後児童クラブはどう

なるの？

両地域への設置を検討し

ています。

　保護者の希望により、関金と

山守の両地域への設置を検討し

ています。

Ｑ

Ａ

ＱＱ

Ａ

ＡＡ

Ｑ

集合学習の様

子（関金保育園

との交流）

学校統合
どんな準備をしているの？
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【実施事業】 ※栄養バランスを考えた給食を、各保育所・認定こども園で準備します。 
※延長保育と障がい児保育は全園で実施しています。 
※一時預かり：保育所に入所していない就学前の児童を緊急・一時的に保育します。 
※オープンデー：保育所に入所していない就学前の児童とその保護者に保育所を開放します。 
※ ○は市で実施、または市からの委託事業、□は園の自主事業です。自主事業の詳細は、各園にお問い
合わせください。

【市内認可保育所一覧（平成２７．１１．１現在）】

地区名 保育園名 公・私立定員 所在地 開所時間
（延長時間含む）

特別保育
電話番号

一時預かり休日保育 オープンデー

上北条 上北条保育園 私立 90新田360―1 7：00～19：00 □ 水曜 26―0066

上井

上井保育園 公立 75福庭町2丁目152 7：20～19：20 木曜 26―0868
あゆみ保育園 私立 60海田西町2丁目251 7：00～19：00 □ 木曜 26―0638
ひかり保育園 私立 40上井町1丁目104 7：15～19：15 2・4木曜 26―1389

西郷

ババール園 私立 90山根425―3 7：00～20：00 ○ ○ 月～金曜 26―0211
倉吉東保育園 私立 130上井781―1 7：15～19：15 □ 月2回 26―3436
西郷保育園 公立 80下余戸129―1 7：20～19：20 木曜 26―2646

上灘
どんぐり保育園 私立 120上灘町41―1 7：15～19：15 □ 水曜 22―0252
うつぶき保育園 私立 90東昭和町177―1 7：00～20：00 水曜 22―2933

成徳
倉吉愛児園 私立 90東町342 7：00～19：00 □ □ 月2回 22―3072
めぐみ保育園 私立 50仲ノ町742―2 7：00～19：00 □ □ 火曜 22―3488

明倫
倉吉西保育園 公立 60余戸谷町2970―1 7：20～19：20 木曜 22―2687
ひまわり保育園 私立 60みどり町3180 7：10～19：10 □ 木曜 23―0999

灘手 灘手保育園 公立 45尾原500―15 7：20～19：20 木曜 22―5405

社

向山保育園 私立 60和田東町917 7：00～19：00 木曜 23―0836
みのり保育園 私立 90西福守町595 7：00～19：00 □ 月1回火曜 28―0018
社保育園 公立 80国分寺342―11 7：20～19：20 水曜 28―1755

北谷 北谷保育園 公立 45沢谷289―1 7：20～19：20 木曜 28―1416
高城 高城保育園 公立 90上福田1104 7：20～19：20 ○ 木曜 28―2202

小鴨
西倉吉保育園 私立 80西倉吉町2―23 7：00～19：00 □ 1・3火曜 28―2228
小鴨保育園 公立 90中河原551―1 7：20～19：20 ○ 月～金曜 28―2836

上小鴨 上小鴨保育園 公立 60鴨河内1731―1 7：20～19：20 木曜 28―0306
関金 関金保育園 公立 90関金町関金宿2830―2 7：20～19：20 ○ 月～金曜 45―2853
【市内認定こども園一覧（平成２７．１１．１現在）】

地区名 園名 公・私立定員 所在地 開所時間
（延長時間含む）

特別保育
電話番号

一時預かり休日保育 オープンデー

上井
認定こども園 
鳥取短期大学附属
幼稚園・保育園

私立 180福庭854 7：30～19：00 □ 水曜 26-9101

成徳
認定こども園 
倉吉幼稚園・保育園

私立 126仲ノ町742-1 7：30～18：30 □ 金曜 22-4680

明倫
認定こども園 
聖テレジアこども園

私立 114福吉町1376-6 7：30～19：00 □ 月3回 22-4659

《保育所・認定こども園の入所受付を始めます》
�平成２８年４月１日からの保育所などへの支給認定申請・入所申込は、１１月９日（月）から受け付けます。
問子ども家庭課（あ２２―８１００／い２２―７０２０）

日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物

【入所申込の詳細】

保育所または認定こども園 認定こども園

入所申込資格

次のような理由で、保護者が児童を保育（養護と教育）できない家庭
① 昼間、家庭の内外で児童と離れて家事以外の労働をしている。
② 出産の前後である（出産前後各２か月（８週）程度）。
③ 病気やケガ、障がいがある。または常時同居の人の看護、介護
にあたっている。

保育を必要とせず、教育を希
望する家庭

対象児童の年齢 生後５７日目～就学前 ３歳～就学前

受付場所 子ども家庭課または入所を希望する保育所・認定こども園 入所を希望する認定こども園

保育料

次の項目に応じて決定します。
①保護者の市民税の課税額
②子どもの年齢（３歳以上、３歳未満の２区分）
③ 保育に必要な時間（保育標準時間〈１１時間〉、保育短時間〈８時
間〉の２区分）

保護者の市民税の課税額に応
じて決定します。
※ 給食費などが別途かかります。詳
しくは入所を希望する認定こども

園にお問い合わせください。
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日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物

《倉吉の未来を語らいや！》
�中心市街地エリア別ワークショップが開催されました。現在も参加者を受け付けています。
問中心市街地活性化協議会事務局（あ２４―２３４０／い２４－２３４１）

　
中
心
市
街
地（
駅
周
辺
・
成
徳
・
明

倫
）
の
活
性
化
へ
の
課
題
や
、
必
要

な
取
り
組
み
な
ど
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
持
つ
地
域
活
性
の
イ
メ
ー

ジ
、
エ
リ
ア
の
現
状
と
課
題
、
課
題
解

決
に
向
け
て
必
要
な
取
り
組
み
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
今
後
も
開
催
す

る
予
定
で
す
。
倉
吉
の
未
来
を
よ
り
よ

く
し
た
い
、
こ
ん
な
方
法
は
ど
う
だ
ろ

う
、
な
ど
の
思
い
を
持
つ
人
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
倉
吉
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会（
あ

24
ー
２
３
４
０
／
い
24
ー
２
３
４
１
／

info@

kura
yoshi-chuka

tsu.jp

※�

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
エ
リ
ア

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

暮らし継ぐ
倉吉市中心市街地活性化協議会ＷＥＢサイト

　協議会の動きをはじめ、中

心市街地で活躍する人の紹

介、タウンマネージャーのコ

ラムなどがご覧になれます。

成徳
エリア編

・�高齢者も元気でいきいきと暮らせるまちであっ

てほしい

・町並みを次世代に受け継ぐ取り組みを行う

・�「教育を受けるならここ」と子育て世代が集まる

まちへ向けた取り組みを

明倫
エリア編

・�歴史的建造物などが多く残っている。それを活

用した取り組みを行っていけたら

・�中心市街地の西の玄関口であるという意識に基

づく取り組みを行っていく

・若い世代を巻き込んだ取り組みが必要

駅周辺
エリア編

・�活性化に向けて、地域の大学生と交流する機会を

つくることが必要になるのでは

・駅南北のアクセスを改善する必要があると思う

・�企業が元気で、次世代に事業を継承していけるよ

うになってほしい

それぞれのワークショップで出た意見



人
権
擁
護
委
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
た
り
、
人
権
侵
害
に
よ

る
被
害
者
の
救
済
を
し
た
り
、
皆
さ
ん

に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
た
ち
が
人
権

思
想
を
広
め
、
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
害

さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
人
権
を
擁

護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う

考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
諸
外

国
に
例
を
見
な
い
制
度
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
は
？

人
権
相
談 

※
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守

　
面
談
や
電
話
で
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
常
設
相
談
所（
法
務
局
内
）

問
地
方
法
務
局
倉
吉
支
局（
あ
22
ー
４
１
０
８
）

■
特
設
相
談
所

　
市
役
所
と
関
金
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
月
に
１
回
程
度
開
設
さ
れ
ま
す
。

■
専
用
相
談
電
話

被
害
者
救
済

　「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」と
い
う
申
告

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
救
済
手
続
を

行
い
ま
す
。
法
務
局
と
協
力
し
、
事
案

の
円
満
な
解
決
を
図
り
ま
す
。

人
権
啓
発
活
動

■
人
権
出
前
講
座 

※
小
学
生
・
園
児
対
象

　
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
な
ど
を
通
じ
、

思
い
や
り
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

■
人
権
の
花
運
動 

※
小
学
生
対
象

　
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
花
を

育
て
る
こ
と
を
通
じ
、
命
の
大
切
さ
や

思
い
や
り
の
心
を
育
み
、
情
操
を
豊
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※�

今
年
は
高
城
・
北
谷
・
小
鴨
・
河
北
小
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 

※
中
学
生
対
象

　
人
権
尊
重
の
重
要
性
、
必
要
性
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
豊

か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

女性の人権ホットライン

※平日８：３０～１７：１５

あ０５７０－０７０－８１０

子どもの人権１１０番

※平日８：３０～１７：１５

あ０１２０ー００７ー１１０
※通話無料

※�イ ン タ ー
ネットでも
人権相談を
受け付けて
います。

高城小学校で行われた「人権の花運動」の様子
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倉吉市人権局
  ２２―８１３０／   ２２―８１３５
   ｊｉｎｋｅｎｓｅｉｓａｋｕ＠ｃｉｔｙ．ｋｕｒａｙｏｓｈｉ．ｌｇ．ｊｐMAIL

人権相談を行っています
【倉吉会場】市役所東庁舎第３会議室
とき：１１月１８日（水）、１２月１８日（金） 午後１時～３時

【関金会場】高齢者生活福祉センター（関金宿）
とき：１１月６日（金） 午後１時～４時

人権週間フォーラム ※参加無料

あなたのまちの相談パートナー 
人権擁護委員

ふれあいの中で支え合う暮らしを実感

　人権擁護委員になり、５年目を迎えようとしていま

す。この間、仲間と共にさまざまな活動をしてきました。

　毎年春には市と一緒に、保育園や小学校に花の苗を

送る活動を行っています。これは、花を育てる心を通

して、人を思いやる心や命の大切さを考える学びの時

間と連動する活動です。子どもたちにとっては「花を

ありがとう」「お話をありがとう」という単純な気持ちか

も知れませんが、私はこの活動の中で喜んだり考えた

りしている子どもたちに出会えることを楽しく思っています。

　また、子どもや大人からの相談もお受けします。子どもの相談は手紙が

多く、電話もあります。大人の相談には私が答えをだすことはできません

が、気持ちを察しながら話を聞くことに努め、私が知りうる情報を提供し

たりしています。「やってみようと思います」などの前向きな言葉や、ほっと

される様子を見るたびに、やって良かったという思いが込み上げてきます。

　このように人権擁護委員の活動はさまざまですが、どの活動を通しても、

多くの触れ合いをする中で地域の皆さんが学びあったり支えあったりしな

がら暮らしておられるんだなあと強く感じるこの頃です。

倉吉市人権擁護委員
（上灘地区）
山本博子さん

映画上映「奇跡のひと マリーとマルグリッド」

講演会「新ちゃんのお笑い人権高座」

映画上映会、講演会、人権作文コンテスト、人権

マンガ大賞表彰式、ワークショップなど

講演会講師：露の新治さん（落語家）

日１１月２８日（土）

　午前１０時～午後４時 ※講演会は午後２時～４時

所倉吉未来中心小ホール
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～チャレンジショップ「くらそうや」オープニングセレモニー～

高校生のお店がフレッシュにオープン！
９月２６日（土）

　倉吉総合産業高等学校（竹ノ内誠一校長）の生徒が企画運営

するチャレンジショップ「くらそうや」が、白壁土蔵群にある

くら用心に開店しました。仕入れから販売までの能力を身に

つけるとともに、接客などを通じて人間力を高めることなど

がねらいとなる取り組みで、今年で１０周年を迎えます。町

屋の雰囲気が漂う店内で、地元食材をおいしく加工した地元

の商品やくらそうや限定商品を販売しています。

１１月の開店日：６日（金）、７日（土）、１３日（金）、１４日（土）

～関金御
みゆき

幸行列～

大名行列の勇姿　今に伝える
９月２１日（月・祝）

　江戸時代後期から続く伝統の行列が関金温泉街に現れまし

た。その勇壮な姿を見ようと訪れた人や、行列に参加する子

どもや知人などを応援する地元住民などで沿道がいっぱいに

なりました。この行列は、湯関神社、大鳥居神社、日吉神社の

隊列から成り、３社それぞれで異なる所作が、大名行列の道

中・登城・下城のようすを表現しています。特に、鳥毛などを

投げて受け渡す力強い動作は圧巻で、ひとつひとつの動作が

成功するたびに観客から大きな拍手が送られていました。

～予約型乗合タクシー出発～

より細やかに、より効率的に
１０月１日（木）

　北谷地区・高城地区で、路線バスの利用が少ない昼間の時

間帯の「予約型乗合タクシー」が、運行開始されました。事前

に予約した人の家を経由し、バスとの乗り換え地点（横田）ま

でタクシーが送迎します。交通不便地域の解消と、路線バス

の重複区間（横田－倉吉駅間の重複）が解消されます。バスを

待つ利用者は、「月に何回かは出かけたいので家までの送迎が

ありがたい」と話していました。これからも、その時・その地

域に合わせた運行形態を目指していきます。

AR
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～羅
ナ

州
ジュ

市長・羅州市農業訪問団～

国際姉妹都市から４年ぶりの市長訪問
１０月６日（火）

　倉吉市の国際姉妹都市である韓国羅州市から、姜
カン

 仁
インギュ

圭羅

州市長が、昨年７月の市長就任後、初めて倉吉を訪問しまし

た。訪問は、羅州市農業訪問団の農業交流の日程に合わせた

もので、市長をはじめ同市行政関係者、農業関係者など２２

人が来日し、メロン栽培施設などを視察しました。また、両

市長による会談では、青少年交流の継続、相互にメリットの

ある農業交流、民間交流と経済交流の促進に関する研究など、

今後の交流の進め方を確認し合いました。

～倉吉市戦没者慰霊祭～

７０年の節目、平和への誓い新たに
１０月１日（木）

　太平洋戦争などで犠牲となった尊い命の冥福を祈るととも

に、平和への誓いを新たにする「倉吉市戦没者慰霊祭」が、倉

吉未来中心小ホールで執り行われました。遺族や各種団体関

係者約９０人が参列し、黙とうや献花を行い、英霊の魂を

慰めました。戦後７０年を迎え、石田耕太郎市長は、「もう

７０年ではなく、まだ７０年という思い。過ちを繰り返さな

いよう、戦争の悲惨さを若い世代にしっかりと語り継いでい

かなければならない」と慰霊の言葉を述べました。

～セキガネ温泉手づくり文化祭～

「できること」「挑戦したいこと」が集まった
１０月１８日（日）

　第３回となるセキガネ温泉手づくり文化祭が、暑いくらい

の晴天に恵まれたこの日、関金温泉街で開催されました。店

舗や個人宅などを利用し、地元の住民や事業者、公民館など

による地元食材を使った食べ物の販売、手作り雑貨の販売や

足湯など、さまざまなお店が通り沿いに軒を並べます。お店

の人の「おいしいよ」「寄っていって」などの明るい声が響く

中、家族連れや友人同士など、たくさんの人が地元ぐるみの

文化祭で、「食」「体験」「販売」「展示」などを堪能していました。

七五三詣りの記念に
カワラジョーで
家族写真を

七五三詣りの記念に
カワラジョーで
家族写真を

七五三詣りの記念に
カワラジョーで
家族写真を

『家族写真館』
～家族の幸せ撮り続けます～写真のカワラジョー

倉吉市八屋　TEL.0858-26-0142 TEL0858-22-5551 営業時間 あさ9 時～よる 7 時（木曜定休）

新しい補聴器を
この価格で。
目立ちにくく、より快適な聞こえ。

軽度・中等度難聴向け 耳かけ型補聴器 (RIC)
［型式］ＨＢ-J1TR（トリマー式）

５９,０００円

希望小売価格

片耳価格（1台）

非課税

AR
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お酒の飲み方を振り返
りましょう

　１１月１０日～１６日は「アル

コール関連問題啓発週間」です。

　過剰な習慣飲酒、酩
めいてい

酊に至る飲

酒、未成年・妊婦の飲酒など、不

適切な飲酒は心と体の健康を奪う

だけでなく、家庭・仕事での人間

関係をも壊す社会的な問題に広

がっていきます。

　お酒の飲み方について、振り返

る機会にしましょう。

　自身や周囲の飲酒問題で困った

ら、一人で悩まずご相談ください。

■アルコール関連問題相談窓口

福祉課 あ２２－８１１８

保健センター あ２６－５６７０

中部総合事務所福
祉保健局

あ２３－３１４７

精神保健福祉セン
ター

あ�０８５７－２１
－３０３１

問福祉課（あ２２－８１１８／い２２－７０２０）

お知らせ information

市議会１２月定例会が 
開催されます

通
し
日

月
・
日
曜

会議 
区分

時間 内容

1
11
／
30
月 本会議

午前 
10時

議案の上程、
提案理由の 
説明

2
12
／
1
火 〃 〃

市政に対する
一般質問

3 2 水 〃 〃 〃

4 3 木 〃 〃 〃

5 4 金 予備日

6 5 土 休会

7 6 日 〃

8 7 月 本会議
午前
10時

付議議案に
対する質疑～
委員会付託

9 8 火 予備日

10 9 水 委員会 教育福祉

11 10 木 〃 総務経済

12 11 金 〃 建設企画

13 12 土 休会

14 13 日 〃

15 14 月 予備日 委員会予備

16 15 火 議事整理

17 16 水 本会議
午前
10時

委員長報告～ 
付議議案の
討論・採決

※�会派質問（１２月１日～３日）の順序は次の

とおりです。①新政会②くらよしアイズ・

倉吉自民共同③公明党・グリーン共同

※�順番は変わることがあります。また、１人

会派議員および無所属議員は、会派質問

の後、質問を行います。

⨈⨈議会事務局（あ２２－８１４５／い２２－
８１４６）

就職支度金支給制度を
ご利用ください

　新規に学校を卒業する人のうち

身体に障がいのある人などを対象

に、就職の準備のための就職支度

金を支給します。

①～③を全て満たす人が対象です

①次のいずれかに当てはまる人

・�身体障害者手帳、療育手帳、精

神障害者保健福祉手帳のいずれ

かを所有する人

・�統合失調症などの精神疾患の診

断を受けている人

・�「旧地域改善対策特定事業に係る

国の財政上の特別措置に関する

法律」に規定する対象地域に居

住する、または居住していた人

②�新規に県内の中学校・高等学校・

特別支援学校を卒業する人、ま

たは各種学校・専修学校などを

修了し、卒業・修了の翌月末まで

に初めて就職が決定（内定）した

人で、次の全てに当てはまる人

・�公共職業安定所、または卒業（修

了）した学校の紹介であること

�・�常用雇用者（雇用期間が１年以上

の契約社員を含む）であること

③�保護者または世帯主が倉吉市内

に住所を有する人

【金額】２万５千円

【申請期限】２月２６日（金）

※�申請書類などは、中学校・高等学校、各

人権文化センターなどで入手できます。

申問人権局（あ２２－８１３０／い２２－
８１３５）

宝くじ助成金で 
防災資機材を整備しました

　円谷町自主防災会が防災資機材を

整備しました。これは、自主防災組

織の活動を推進し、地域の防災力向

上を図るた

め整備した

ものです。

⨈⨈防災安全課（あ２２－８１６２／い２２－１０８７）

ホース格納箱、消火栓
ホース担架など整備

■ �飲酒量を減らさなければな
らないと感じたことがある

■ �他人があなたの飲酒を非難
するので気にさわったこと
がある

■ �自分の飲酒について悪いと
か申し訳ないと感じたこと
がある

■ �神経を落ちつかせたり、二
日酔いを治すために、「迎
え酒」をしたことがある

※�１つでも当てはまればアル
コール問題を抱えている可
能性があります。

チェック！

自宅周辺の浸水想定区域を確認しましょう

　水害に的確に対応するためには、自分が住んでい

る地域の現状を把握しておくことが重要です。

　「倉吉市洪水ハザードマップ」を再度確認して自宅

周辺の浸水想定区域を把握しておきましょう。

　「倉吉市洪水ハザードマップ」をお持ちでない人は、

市ホームページに掲載していますのでご確認ください。

⨈⨈防災安全課（あ２２－８１６２／い２２－１０８７）
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１１月は「ねんきん月間」、
１

い い

１月３
み ら い

０日は「年金の日」

国民年金保険料は全額が社会保険

料控除の対象です

　国民年金保険料は、社会保険料

控除としてその年の課税所得から

控除され、税額が軽減されます。

　控除の対象は、平成２７年中に

納められた保険料の全額です。　

　また、自身の保険料だけでなく、

配偶者や家族の負担すべき国民年

金保険料を支払っている場合、そ

の保険料も合わせて控除が受けら

れます。

※�社会保険料控除を受けるには、領収証

書など保険料を支払ったことを証明す

る書類の添付が必要です。

　１月１日～９月３０日に国民年

金保険料を納付した人には、１１

月上旬に日本年金機構から「社会

保険料（国民年金保険料）控除証明

書」が送られますので、申告書の

提出の際には必ずこの証明書また

は領収書証を添付してください。

※�１０月１日～１２月３１日に今年初めて国民

年金保険料を納めた人には、２月上旬に

送られます。

５年の後納制度が始まりました

　平成２７年１０月１日から３年

間に限り、国民年金保険料を納め

ることができる期間が過去２年か

ら５年に延長されました。

※�過去２年以内の未納分は、後納制度

を利用しなくても納付可能

　過去５年以内に国民年金保険料

の納め忘れがある人は、後納制度

の利用で２年以上前の保険料を納

付することにより、将来受け取る

年金額が増額します。年金の受給

資格のない人については、不足し

ている期間の保険料を納めること

により年金の受給資格を得られる

可能性があります。

⨈⨈日本年金機構倉吉年金事務所（あ２６
－５３１１／い２６－１７４２）、市民課（あ２２－

８１５５／い２２－２９５４）

特定公共賃貸住宅入居者募集

【募集期間】１１月４日（水）～１３日（金）／【入居可能日】１２月１１日（金）

【抽選日】１１月２６日（木）／【抽選会場】市役所第２会議室（本庁舎３階）

【募集住宅】※申し込みが複数の場合は抽選に、申し込みのない場合は随時受け付けます。

住宅名 部屋番号 間取り 家賃 戸数 駐車場

鴨川町住宅 ３１６号 ３階／３ＤＫ 50,000円～77,000円 １戸 １台

【入居基準の所得】①親族（６親等内の血族、配偶者、３親等内の姻族）２人

以上で同居すること ②各種控除後の世帯の所得が、月額１５８，０００円以

上４８７，０００円以下の人 ※１５８，０００円以下であっても、年齢が５０歳未満、所得が

１２０，０００円以上で今後所得の上昇が見込まれ、市長が認める人については申込可能

申問建築住宅課（あ２２ー８１７５／い２２ー８１４０）

Recruiting the residents to 

municipal houses

市道の除雪作業に 
ご協力をお願いします

■�道路に覆いかぶさる樹木や竹、

路面からの高さが４ｍ以下の有線

放送の線などは、降雪期までに点

検し、撤去や補修をお願いします。

■�路上駐車や車両の路上放置は絶

対にやめてください。

■�生活道路の除雪は、地域の皆さ

んのご協力をお願いします。

■�「家の前や田畑に除雪車が雪を

積み上げていく」などの苦情が

寄せられることがあります。作

業上やむを得ない場合がありま

すのでご理解をお願いします。

　個人からの除雪の要望はお受け

できませんのでご了承ください。

⨈⨈建設課（あ２２－８１６９／い２２ー８１７９）

１１月は「子ども・若者育
成支援強調月間」です

　近年、少年非行やいじめ、児童

虐待、児童ポルノなど子どもが被害

者となる事件が相次いで発生して

います。また、違法・有害な情報に

青少年が接触する危険性が高まっ

ています。さらには、子どもの貧困

対策の推進も求められています。

　子ども・若者の健やかな育成、社

会生活を円滑に営むことができるよ

うにするため、さらなる支援や取組

みを家庭や学校、企業、地域などで

広く推進することが必要です。

　期間中の各種活動への理解と積

極的な参加をお願いします。

⨈⨈生涯学習課（あ２２－８１６７／い２２－
１６３８）

※中堅所得者向け

防災行政無線戸別受信機を正しく使いましょう
■転居のときは、設定の変更を

　市内で転居する場合は、放送エリアの設定を変更する必要がありま

すので、防災安全課または防災無線サポートセンターへご連絡ください。

■転出のときは、市役所へ返却を

　市外へ転出される場合は、戸別受信機は市役所へご返却ください。

電池の交換方法について
　戸別受信機の電池ランプの

部分が赤く点滅している場合、

電池交換が必要な場合があり

ます。コンセントをつないで、

２日程度経過しても、点滅が消えない場合は電池を交換してください。

なお、電池は必ず充電式電池を使用してください。

問防災安全課（あ２２－８１６２／い２２－１０８７）、防災無線サポートセンター（あ２７－０１５３）

赤の点滅は電池交換
の合図です

充電式電池を使用し
てください
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お知らせ information

１１月９日～１５日は秋季
全国火災予防運動です

無防備な 心に火災が かくれんぼ

　暖房器具の使用が増える季節で

す。火の元には注意しましょう。

　住宅用火災警報器を設置し、定

期的に作動確認を行いましょう。

■住宅火災からいのちを守る

３つの習慣

・寝たばこは絶対にしない

・�ストーブは燃えやすいものから

離して使用する

・�ガスコンロなど火元のそばを離

れるときは、火を消す

４つの対策

・�逃げ遅れを防ぐために住宅用火

災警報器を設置する

・�寝具や衣類、カーテンなどは防

炎品を使用する

・�初期消火ができるように住宅用

消火器などを設置する

・�高齢者や身体の不自由な人を守

るため、隣近所で協力する

問倉吉消防署（あ２６－２１２２）、西倉吉消
防署（あ２８－２１１０）、防災安全課（あ２２－

８１６２／い２２－１０８７）

募集 collect

平成２８年度ふるさと納税 
贈呈品を募集します

　平成２８年度ふるさと納税の寄

附者への贈呈品を募集します。

【対象企業】倉吉市内に事務所があ

る法人や団体および個人

【対象となる贈呈品】次のいずれか

を満たすもの

①�倉吉市で生産、製造または加工

されている商品など

②�対象企業が販売元となっている

商品など

【必要項目】商品のＰＲデータ（写

真・商品説明など）、提供可能な数、

提供時期（季節限定品も取り扱い

可能）、希望小売価格

【贈呈品提供期間】平成２８年４月

１日から平成２９年３月３１日ま

での寄附に対し提供します。

【募集期間】１１月２日（月）

～１１月３０日（月）

※募集期間後は随時受け付けを行います。

　募集締め切り後、市で選定を行

い連絡します。商品見本の提供に

協力をお願いします。

⨈⨈総合政策課（あ２４－５４７８／い２２－
８１４４）

指名手配被疑者検挙に協力を

　８月末現在で、全国の警察から

指名手配されている人は約７２０

人に上っています。

　指名手配被疑者の発見に向けた

捜査活動には、皆さんのご協力が

必要です。指名手配被疑者によく

似た人を見かけた、など、わずか

なことでも結構ですので、警察に

通報をお願いします。

２６－７１１０

TOTTORI POLICE

倉吉警察署から市民の皆さんへ

木造住宅の耐震診断を
無料で行います

【対象の住宅】次を全て満たすもの

①�市内に建築され、現に居住して

いるか、居住する予定があるもの

②�木造の一戸建て住宅

※�店舗などを兼ねるものは、店舗などの部

分の面積が、延べ床面積の１／２未満で

あること

③�昭和５６年５月３１日以前に工

事着工されたもの

④�延べ床面積が２００㎡程度で、

２階以下のもの

⑤�在来軸組工法、伝統的工法、枠

組壁工法のいずれかの工法のもの

※�プレハブ工法や丸太工法などは対象外

【耐震診断の内容】住宅の壁や天井

などをはがさず、目視による建物外

部（敷地・外壁・屋根）と内部（各室内・

床下・天井裏）の調査や、既存の図

面を基に住宅性能を診断する

【耐震診断を行う技術者】市が委託し

た民間建築団体に所属する建築士

料個人負担はありません

【募集戸数】１９戸

【募集期間】１１月２日（月）～１月

２９日（金） ※随時診断を行います。

申問建築住宅課（あ２２－８１７５／い２２－
８１４０）

　インターネットやデジカメの利用

法、回覧文書や家計簿づくりに役立

つワードやエクセルの使い方を学習

します。

　ご希望の回に申し込んでください。

※�平成２６年度および今年度前期に受講し

た人は、同テーマの受講はご遠慮ください。

【対象者】パソコン初心者　

※�「ゼロからのパソコン入門」以外は、簡単な

マウス操作や入力のできる人とします。

所倉吉交流プラザ

【申込方法】電話申込 

※１１月５日(木)午前８時半より受付。先着順

鳥取大学総合メディア基盤センター連携講座

初心者向けパソコン教室参加者を募集しています ※受講無料
申問生涯学習課（ あ２２－８１６７／い２２－８１６０）

テーマ 開催日 時間 定員

ゼロからのパソコン入門
※ ノートパソコンの持ち込み可

11月20日（金） 

午前10時
～

午後4時

10人

インターネット利用法入門 11月25日（水） 18人
デジカメ利用法入門 12月3日（木） 18人
ワードを使おう 12月8日（火）、9日（水） 18人
エクセルを使おう 12月16日（水）、17日（木） 18人
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行政相談所

【倉吉会場】市役所第３会議室

日１１月１８日（水）午後１時～３時

所市役所第３会議室

【関金会場】高齢者生活福祉センター

日１１月２７日（金）午後１時～３時

⨈⨈総務課（あ２２－８１１２／い２２－１０８７）
くらよし農家相談会

日１１月１８日（水）午前９時～午後３時

所�市役所北庁舎会議室

⨈⨈農林課（あ２２－８１５７／い２３－９１００）、
または農業委員会事務局（あ２２－８１７１）

市民生活相談窓口

⨈⨈地域づくり支援課（本庁舎３階／あ２２
－２７１７／い２２－８２３０）

暮らし、なんでも相談会

　暮らしの相談や企業経営相談など

日１１月７日（土）午前１０時～午後４時

※受付は午後３時まで

所�県立図書館大研修室（鳥取市）

⨈⨈鳥取県弁護士会事務局（あ０８５７－２２
－３９１２）

多重債務・法律相談会 ※要事前予約

日�１１月１９日（木）午後１時半～４時

所�倉吉未来中心

⨈⨈�中部消費生活センター（あ２２－３０００）
空き家・空き土地有効活用のため

の無料相談会・講演会

日１１月２３日（月・祝）

【相談会】午前１０時～午後４時

【講演会】午後１時～３時半

所�倉吉体育文化会館

⨈⨈鳥取県宅地建物取引業協会中部支部
（あ２３－２００４）

司法書士による無料法律相談会

　相続・遺言、不動産、成年後見の

申し立て、借金・多重債務問題など

日１１月２８日（土）午後２時～５時

所�倉吉未来中心セミナールーム２

申問鳥取県司法書士会（あ０８５７－２４－
７０２４）※前日までに要予約

催し event

倉吉学講座「伯耆国分寺
発掘調査の頃」 ※参加無料

　伯耆国分寺は、昭和４４年に存

在が明らかとなり、その後の発掘

調査で建物跡などが相次いで確認

され、昭和４９年にはその重要性

から国史跡に指定されました。

　伯耆国分寺の発掘調査に当初か

ら携
たずさ

わり、その実態解明に貢献さ

れた名越勉さんに、当時の発掘調

査や倉吉の様子をお聞きします。

【講師】名越勉さん（倉吉文化財協

会名誉会長）

日１１月２８日（土）

午後１時半～３時

所成徳公民館 大会議室

問文化財課（あ２２ー４４１９／い２２ー
２３０３）

公民館活動の成果を披露
倉吉市公民館まつり

　市内地区公民館の文化教室や

サークル活動などで学習した書

道、絵画、工芸、写真などの作品

の展示と、舞台発表を行います。

■作品展示

日１２月３日（木）～１２月５日（土）

午前９時半～午後７時

※５日は午後４時半まで

所倉吉未来中心 アトリウム

■舞台発表

日１２月５日（土）午後１時～

所倉吉未来中心 大ホール

【ゲスト】門脇志
し ほ

保さん（マリンバ

奏者）

⨈⨈生涯学習課（あ２２－８１６７／い２２－
１６３８）

青少年の森整備事業 
作業ボランティア大募集

　小田山の保全と利活用のため、

青少年の森の作業協力ボランティ

アを募集します。

　当日は、遊歩道を散策した後に、

実のなる樹木広場周辺で、雑木の

片付け、周辺の草刈りを行います。

　作業終了後は、上北条地区振興

協議会から軽食が用意されます。

日１１月１４日（土）午前９時半～

※２時間程度。小雨決行

※�雨天の場合は、午前８時半以降に伯

耆しあわせの郷（あ２６－５５８１）へ

お問い合わせください。

所伯耆しあわせの郷駐車場集合

※�集合後、遊歩道を散策しながら広場ま

で行きます。

持カマ、軍手、雨具など

⨈⨈総合政策課（あ２２ー８１６１／い２２ー
８１４４）、または上北条公民館（あ２６ー

１７６３）

アザレアのまち音楽祭
を一緒につくりましょう

　アザレアのまち音楽祭企画実行

委員会では、企画実行委員を募集

中です。音楽祭でボランティア活

動しませんか。

申問アザレアのまち音楽祭企画実行委員
会事務局（倉吉市文化活動センター内 あ／

い２３－６０９５）

自衛官候補生・自衛隊高
等工科学校生徒を募集

自衛官候補生

【資格】男子で高卒（見込み含む）、

１８歳以上２７歳未満の人

【受付】１１月２０日（金）～１２月４日（金）

【試験日】１２月１２日（土）

自衛隊高等工科学校生徒

【資格】男子で中卒（見込み含む）、

１７歳未満の人

【受付】１１月１日（日）～１月８日（金）

【試験日】１月２３日（土）

申問自衛隊鳥取地方協力本部倉吉地域事
務所（あ２６ー２９００）

国分寺塔跡

税を考える週間 11/11～17

　中学生・高校生の「税に関する

習字・作文」を展示しています。

日１１月６日（金）～１１月１０日（火）

所倉吉交流プラザ１階ロビー

　国税庁ホームページ

では、税についての情

報を提供しています。

⨈⨈倉吉税務署（あ２６－２７２２）
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EVENT INFORMATION

まちのイベント

鳥取県肝疾患相談センター 市民公開講座
日１１月２６日（木）午後３時～４時半

所倉吉未来中心セミナールーム３

講演１「鳥取県肝炎対策と新しいウイルス治療」

【講師】的
まと の

野智
ともみつ

光（鳥取大学医学部付属病院消化器

内科／鳥取県肝疾患相談センター）

講演２「肝硬変と肝がんの話～中部地区の肝がん

の現状をふまえて～」

【講師】永
ながはら

原天
たかかず

和（鳥取県立厚生病院消化器内科）

※�講演終了後、家族支援室を準備します。自身のこと、家族の

ことなどお気軽にご相談ください。

⨈⨈鳥取県肝疾患相談センター（あ０８５９－３８－６５２５／�
い０８５９－３８－６５２９）

若者サポートステーション講演会
「自分だって働きたい!!って思ってるんですけど…」�

～いつからだってチャンス、チャレンジ、チェンジ！！～

　就業的自立に困難を感じている若者の理解を深

めるため、ひきこもりの経験を持つＮＰＯ団体職

員 岡本圭太さんを講師に迎え、開催します。

日１１月２８日（土）午後１時半～３時半

※午後１時から受付

所倉吉体育文化会館中研修室

【対象】社会的自立に困難を抱える若者とその保護

者、青少年支援に携わる関係機関、団体・個人、

県民一般

申問とっとり若者サポートステーション(あ／い０８５７－２１－４１４０）、�

よなご若者サポートステーション（あ／い０８５９－２１－８７６６）

みのりサングリーン・向山ブルースカイ 合同作品展
～ふれあいから生まれる みんなのほほえみ～

日１１月２１日（土） 午前９時半～午後３時半

所みのりサングリーン・向山ブルースカイ

【内容】作品展示、喫茶、食事、ゲーム、即売など

⨈⨈みのりサングリーン（谷本 あ２２－１０６８）

県三流合同能楽祭
～能楽に触れるきっかけに～

日１１月２９日（日）午後０時半～４時 ※正午開場

所倉吉未来中心小ホール

【内容】謡
うたい

・仕
しま い

舞の発表、リレー能「船
ふなべんけい

弁慶」、謡・

仕舞・囃
はやし

子のワークショップ

⨈⨈鳥取県能楽連合会事務局（角田 あ０８５７－２２－２５０６）

中部障がいフォーラム２０１５
～自分らしく働きたいあなたと

がんばる自分を伝えたいあなたへ～

　中部地区の障がい福祉サービス事業所などの取

り組みや障がい者支援の活動を広く紹介します。

日１２月６日（日）午前１０時～午後３時

所倉吉未来中心

【内容】ステージ発表、バルーンアート・トールペ

イントのワークショップ、出店販売、作品づくり

体験、盲導犬とのふれあいなど

⨈⨈中部圏域障がい者地域自立支援協議会事務局（あ２３－８４５５）

２０１５住まい・職人の技 ｉｎ くらよし
　大工・左官・板金・建具・畳・石工など職人の技

と木造住宅の魅力を見て･聞いて・作ってみませんか。

日１１月２２日（日）、２３日（月・祝）

所倉吉淀屋

【体験イベント】伝統工法建前組立体験・左官壁塗

り体験・ミニ畳作成・手形足型作成など

【展示】歴史的建造物修理パネル・鏝
こて

絵作品・木製

建具・石工作品・大工手仕事仕口継手作品

⨈⨈北谷公民館（あ２８－０９６９／い２８－６０３２）、倉吉淀屋（あ
２２－０１６５）

～有料広告募集中～

【大きさ（縦×横）】

１号：５㎝×18㎝

２号：５㎝× ９㎝

３号：５㎝× ６㎝

【掲載料】

１号：30,000円／回

２号：15,000円／回

３号：10,000円／回
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日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物

から
のお知らせ

伯耆しあわせの郷 指定管理者：旭ビル管理株式会社

�小田４５８（あ２６－５５８１／い２６－５６３３）⨈
【利用時間】午前９時～午後８時 【休館日】 月曜日

■受講生募集　＊受講料のほかに材料費が必要

教室名 開催日など 定員 受講料

Cafe風ごはんでlunch！11月14日（土）
午前10時～午後1時 28人 550円＊

韓国料理教室
①11月21日（土）
②11月22日（日）
午前10時～午後1時

各
28人 550円

＊

ちりめん細工教室
（干支づくり）

11月28日（土）
午後１時～４時

15人 550円＊

ステップアップエアロ
教室①（全14回）

12月～3月毎週水曜日
午前10時15分

～11時15分
25人

7,840円
（保険料
込）

ステップアップエアロ
教室②（全14回）

12月～3月毎週水曜日
午後7時～8時 25人

7,840円
（保険料
込）

ピラティス教室（全14回）12月～3月毎週金曜日
午後7時～8時 30人

7,840円
（保険料
込）

※申込は11月3日（火）から受け付け。先着順。
※受講料は初回全納。納入された受講料は原則返金しません。

■「しだれ桜の里づくり」ボランティア募集

日１１月２８日（土）午前９時半～ ※２時間程度

【集合場所】伯耆しあわせの郷 小会議室

【内容】樹木医による剪
せん

定
てい

講座、寒肥やり、しだれ桜

の選定作業など

持軍手、雨具、作業のできる服装、剪定ばさみ

※昼食を希望する人は要事前申込

※少雨決行。わからない場合は当日午前９時までに要問合

コミュニティプラザ百花堂 展覧会・展示会
開催日 催事内容

11/3（火・祝）～11/9（月） 砂丘社展

11/11（水）～11/16（月） 日本南
なんそう

宗会展

11/18（水）～11/24（火） 第8回ヴュVue展

11/26(木)～12/ 1(火) 礒江ちづる個展

⨈⨈コミュニティプラザ百花堂（あ２２－６８１１）

倉吉市文化活動センター 指定管理者：倉吉文化団体協議会

 住吉町７７－１（あ／い２３－６０９５）⨈
【利用時間】� 火曜日～土曜日：午前９時～午後１０時⨈

 日曜日：午前９時～午後５時
【休館日】月曜日  ※�会議室、音楽室、調理実習室など貸出あり

■モーニングシネマ（無料）

開催日 時間 タイトル

11月10日（火）

10:00～

マーサの幸せレシピ

11月17日（火） フレンチ・コネクション

11月24日（火） 釣りバカ日誌14 お遍路大パニック！
12月 1日（火） ワーロック

■リフレギャラリー（無料）

上神の里陶芸教室作品展日１１月１日（日）～１３日（金）

第５回みささ版画の会展日１１月１５日（日）～１１月２８日(土)

■リフレサロンコンサート（無料）

重
しげみち

道博
ひろ よ

世・山本亜
あ み

美ピアノデュオコンサート

日１２月１日（火）午後６時半～

■受講生募集　　　　　　　　　＊別途材料費が必要
教室名 開講日 受講料

ちぎり絵を楽しむ 第1・第3火曜日10:00～ 1,000円/月＊

ギター教室 第1・第3火曜日14:00～ 4,000円/月
生け花を楽しむ 第1・第3火曜日14:00～ 1,500円/月＊

気功入門 第2・第4水曜日10:00～ 1,500円/月

■未来を創る「ビジネスパーソン育成講座」※要申込

日１２月４日（金）午後７時～９時

倉吉スポーツセンター 指定管理者：ミズノグループ

�葵町５９１－１（あ２２－５６７４／い２２－５６８４）⨈
【利用時間】午前８時３０分～午後１０時

■受講生募集 ※要事前申込。＊道具持ちこみで割引あり。

講座 開催日など 参加費

ピラティス 毎週水曜 10:00～10:50 500円
チェアーエクササイズ 毎週木曜 10:00～11:00 500円
エアロビクス 毎週金曜 10:00～11:00 500円

スポーツ塾「てつぼう」
11月1日（日）
幼児10:00～11:00
小学校低学年11:15～12:15

500円

スポーツ塾「マットうんどう」
11月29日（日）
幼児10:00～11:00
小学校低学年11:15～12:15

500円

フットサル教室
11月10日（火）、24日（火）
20:00～21:30 300円

■■大会などの予定（１１月）

市営陸上競技場

7日（土）、8日（日） 米子・鳥取間駅伝大会

12日（木） グラウンドゴルフ協会忘年大会

23日（月・祝）
長距離記録会兼都道府県対抗選手 
選考会

市営武道館

15日（日） 県カテゴリー柔道練習会

市営ラグビー場

1日（日）・8日（日） 全国高校ラグビー県予選大会

8日（日） 県ラグビーリーグ

22日（日） 全国タグラグビー県予選大会

関金農林漁業者等健康増進施設

22日（日） 河北スポーツクラブバレーボール交流試合

秋の文化財めぐり
～奥日野でたたら浪漫と優れた仏像に触れる～

※�倉吉文化財協会会員限定。入会希望の人は事務局へ申し込

んでください。また、詳細は事務局へお問い合わせください。

日１１月８日（日）午前８時半出発

【募集人数】先着４０人／【申込期限】１１月５日(木)

申問倉吉文化財協会事務局（文化財課内あ２２－４４１９／い２２
－２３０３）
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日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物

◇集団健診の日程� ※休日は保健センターに要申込

とき ところ 受付時間 内容

11

月
12日（木）社公民館

午前8時

～10時

特定健診・長寿（後期高

齢者）健診・一般健診・

がん検診（胃・肺・大腸・

前立腺）・肝炎ウイルス

検診・物忘れ相談

※ 12月 4日（ 金 ）、5日

（土）は子宮がん・乳

がん検診あり

12

月

 4日（金）社公民館

 5日（土）

※要申込
保健センター

◇１２月１日は世界エイズデー

　ＷＨＯは、エイズまん延防止と患者・

感染者に対する差別・偏見の解消を図

ることを目的に、１２月１日を世界エ

イズデーと定め、エイズに関する啓発

活動などの実施を提唱しています。

■エイズは、いまも静かに広がっています

　エイズは、若い世代だけの問題ではなく、特別な

人だけの特殊な病気でもありません。感染経路の８

割以上は性行為によるものです。ＨＩＶ感染および

エイズ発症を予防するためには、正しい知識と行動

が重要です。

■ＨＩＶの検査を受けましょう

　検査を受けることで、ＨＩＶ感染の早期発見につ

ながります。薬をきちんと服用し続ければ、これま

でどおりの生活を送ることができます。

◇�ＨＩＶ感染の早期発見のため検査が行われます

　受診の際は、中部総合事務所福祉保健局に予約が

必要です。

■定例検査

とき 時間 内容

毎月第1・3水曜日

（祝日を除く）

午後1時30分～

2時30分

ＨＩＶ・性感染症（クラ

ミジア・梅毒）

毎週水曜日 

（祝日を除く）

午後1時～ 

1時30分

Ｂ・Ｃ型肝炎、風しん

抗体価

■夜間検査・休日検査

とき 時間 内容

12月2日（水）
午後5時30分～ 

7時
ＨＩⅤ・性感染症（クラ

ミジア・梅毒）、Ｂ・Ｃ

型肝炎、風しん抗体価12月6日（日）
午後1時30分～ 

3時30分

所 中部総合事務所福祉保健局（倉吉保健所）

料 無料（風しん抗体価検査は有料の場合あり）

申問鳥取県中部総合事務所福祉保健局（倉吉保健所）（あ２３－
３１４５）

● Examination 検診・健診
問保健センター（あ２６－５６７０／い２６－５６６０） 関金温泉で健康運動！�

「湯中運動体験教室」参加者募集！！

　温泉浴槽の中で、手足をしっかり伸び縮みさ

せて血のめぐりを良くします。湯上りには、呼

吸法とストレッチを行います。筋肉と関節のバ

ランスが整い、慢性の肩・腰・ヒザ・股関節の

痛みがある人に適した運動です。体験教室にお

気軽にご参加ください。

日 �１１月１６日（月） 午後１時～３時５０分

所 参加者に連絡します。

料 入浴料が別途必要（５００円程度）

持 �水着（２００円でレンタルあ

り）または濡れてもいいＴシャ

ツ・短パンなど、タオル、お茶、

手拭い

申問関金温泉旅館組合（あ４５ー３７３７
／い４５ー３７４７）

「ＫＵＲＡＹＯＳＨＩ元気になるなる体操教室」�

で運動しよう！

　倉吉市のご当地体操「くらよし元気体操」は、

みんなでするととても楽しい体操です。くらよ

し元気体操普及員が講師となり、分かりやすく

ご指導いたします。

　運動はちょっと苦手な人も、みんなと集まり楽

しく体を動かすことで元気になること間違いな

し！お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。

日 月２回／午前１０時～１１時

所 伯耆しあわせの郷

内容：運動実技、ストレッチなど

※誰でも参加できます。

※保健センターに要申込。

申問保健センター�

(あ２６－５６７０）

月 日

11月  9日（月）、28日（土）
12月  7日（月）、21日（月）

平成28年1月 12日（火）、23日（土）
 2月  8日（月）、22日（月）
 3月  7日（月）、19日（土）

みんなで楽しみ

ましょう！
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日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物

◇心とからだの健康相談

　保健センターに予約が必要です。

日 �１１月２７日（金） 午後１時３０分～３時３０分

所／申 保健センター

内容：�保健師・栄養士による個別相談、みそ汁の塩

分測定

◇献血（全血献血）にご協力を

日 �１１月２９日（日）�

午前９時３０分～正午、午後１時～３時

所 倉吉未来中心

�問�鳥取県赤十字血液センター（あ０８５７－２４－８１０１）

◇�ノロウイルスによる感染性胃腸炎・食中毒を�

予防しよう

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎・食中毒は、秋

から冬の寒い時期に発生します。

　予防のために、次のことに注意しましょう。

・�トイレの後や調理前には手洗いを十分にしましょう

・�生鮮食品は十分に洗浄し、調理器具は熱湯か塩素

系漂白剤で消毒しましょう

・�貝類の生食は避け、中心まで十分に加熱しましょう

・�家族全員が体調管理に努めるとともに、下痢・吐

き気などの症状がある時は調理を行わないように

しましょう

●HealthCare 健康づくり
問保健センター�（�あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

●Baby&Mother 母子保健
問保健センター（伯耆しあわせの郷内 あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

●Prevention&Care 介護予防とケア
問�長寿社会課（あ２２－７８５１／い２２－２９５４）

◇１１月の認知症の人と家族の会「家族の集い」

　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱え

ている悩みを語り合い、情報交換する場です。お気

軽にご相談ください

日 １１月１９日（木） 午前１０時～正午

所 倉吉交流プラザ（駄経寺町）

◇乳幼児健康診査

【6か月児】

平成27年5月誕生

12月10日（木）、 

11日（金）
【受付時間】

午後0時50分～ 

1時15分

【1歳6か月児】

平成26年5月誕生

12月8日（火）、 

9日（水）
【3歳児】

平成24年11月誕生

12月1日（火）、 

2日（水）

所 保健センター

持 母子健康手帳、アンケート用紙

※３歳児健診のみ尿検査があります。

◇�マタニティサロン（妊婦の交流・相談の場）

内容：�ミニセミナー「栄養について」

日 １２月１日（火） 午前１０時～１１時

所 �子育て総合支援センター「おひさま」

申 保健センター

◇�育児相談（身体測定・子育て・栄養・歯科相談）

日 �１１月３０日（月） 午前９時３０分～１１時３０分

所 保健センター／持 母子健康手帳

◇離乳食講習会

内容：離乳食前期について

日 １１月２５日（水）　受付：午後１時～１時３０分

所／申 保健センター

◇歯面フッ素塗布

日 �１１月１２日（木） 午後１時３０分～３時

所 �中部歯科医師会口腔衛生センター

持 �歯ブラシ、コップ、母子健康手帳

申問口腔衛生センター（東巌城町あ２２－５４７２）

おはなし「たんぽぽ」のお楽しみ会

　絵本の読み聞かせで保育園・小学校・集いの場

などで活躍をしている“おはなし「たんぽぽ」”さん

を迎え、パネルシアター・大型絵本・手遊びなど、

歌を交えての楽しいお話を親子で聞きます。

　みなさんの参加をお待ちしています。

日 １１月１１日（水） 午前１１時～１１時４０分

所 �子育て総合支援センター「おひさま」

対象：未就学の子どもと保護者（３０組程度）

講師：�香川陽子さん

申込期限：１１月１０日（火）

申 問�子育て総合支援センター「おひ

さま」（上灘公民館 隣 あ／い

２２－３９１４）

  ● Play&Bred 子育て総合支援センター

「おひさま」イベント

市報掲載記事の訂正について

　市報くらよし１０月号に次のとおり誤りがありました。

おわびして訂正いたします。

母子保健（２１ページ）

マタニティサロン（１１月１０日開催）ミニセミナー内容

（誤）子育てについて

（正）お口の健康について

問�総合政策課（あ２２－８１６１／い２２－８１４４）
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日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物
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鳥
取
短
期
大
学 

生
活
学
科
住
居
・
デ
ザ
イ
ン
専
攻 

成
果
発
表
展

「
と
り
た
ん
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
」を
開
催
し
ま
し
た

　
鳥
取
短
期
大
学
生
活
学
科
住

居
・
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
学
生
た
ち

は
、
建
築
士
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ど
多
様
な
分

野
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
目
指
し
、

２
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
専
門

的
な
技
術
や
、
そ
の
基
礎
に
あ
る

「
モ
ノ
づ
く
り
」の
考
え
方
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　
そ
の
学
生
た
ち
が
平
成
27
年
度

前
期
演
習
科
目
で
制
作
し
た
建
築

モ
デ
ル
、
ポ
ス
タ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
、

木
製
玩
具
な
ど
の
作
品
を
、
８
月

に
は
エ
キ
パ
ル
倉
吉
で
、
９
月

に
は
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館（
鳥
取

市
）、
10
月
に
は
松
江
テ
ル
サ（
松

江
市
）に
お
い
て
展
示
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
、「
デ
ザ
イ
ン

を
学
ぶ
学
科
が
あ
る
こ
と
を
初
め

て
知
っ
た
」「
店
舗
ポ
ス
タ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど

の
感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
12
月
に
は
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会

館（
鳥
取
市
）で
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問�

鳥
取
短
期
大
学�

（
杉
山 

あ
26
ー
１
８
１
１
）

誕
生
！
わ
さ
び
カ
フ
ェ

　
関
金
に
新
し
い
お
店
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
名
も『
わ
さ
び
カ

フ
ェ
』。
自
分
で
選
ん
で
す
り
お

ろ
し
た
わ
さ
び
が
味
わ
え
る
店

で
、
店
主
は
私
で
す
♪
土
日
祝
限

定
営
業
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
に
出

店
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
臨
時
休

業
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
関
金
わ
さ
び
の
辛
味
は
、
す
ぐ

に
爽
や
か
な
香
り
と
甘
味
に
な
っ

て
、
さ
ら
に
食
欲
が
わ
い
て
き
ま

す
よ
。

　
関
金
は
い
ま
、
わ
さ
び
カ
フ
ェ

だ
け
で
な
く
薬
膳
や
フ
レ
ン
チ
、

和
食
や
し
ゃ
あ
ま
家
な
ど
、
個
性

的
な
お
食
事
処
ど
こ
ろ
が
揃そ
ろ

い
つ
つ
あ

り
ま
す
。
開
湯
１
３
０
０
年
の
温

泉
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
体
も
心

も
ぽ
っ
か
ぽ
か
に
な
れ
る
エ
リ
ア

に
な
り
そ
う
。
今
後
の
展
開
も
楽

し
み
！
個
人
的
に
は
パ
ン
屋
さ
ん

も
欲
し
い
な
ぁ
♪

農
家
さ
ん
秘
伝
の
味

　
メ
ニ
ュ
ー
は
関
金
産
の
お
米
に

す
り
お
ろ
し
た
わ
さ
び
を
の
せ
る

『
わ
さ
び
丼
』一
筋（
笑
）。
わ
さ
び

の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
撮
影
し
た
と
き

に
、
わ
さ
び
農
家
さ
ん
か
ら
教
え

て
も
ら
っ
た
食
べ
方
で
す
。
い
つ

も
は
刺
身
な
ど
の
名
脇
役
が
、
主

役
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
の
美
し
い
場
所
っ
て
、
ぜ
い

た
く
な
も
の
が
い
っ
ぱ
い
で
す

ね
。
今
後
は
、
カ
フ
ェ
を
使
っ
て

何
か
や
っ
て
み
た
い
人
と
共
同
運

営
も
考
え
て
い
ま
す
。

出
会
う
・
つ
な
が
る
場
所
へ

　
空
家
を
低
予
算
で
改
修
し
た
店

内
は
、
ま
る
で
隠
れ
家
で
、
誰
か

の
お
家
に
遊
び
に
き
た
気
分
に
な

り
ま
す（
笑
）。

　
今
回
も
、
た
く
さ
ん
の
人
の
知

恵
と
技
を
お
借
り
し
て
完
成
で
き

ま
し
た
！
や
は
り
、
ひ
と
り
じ
ゃ

で
き
ま
せ
ん
。
仲
間
が
い
る
か
ら

挑
戦
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

　
お
客
さ
ん
が
来
て
に
ぎ
や
か
に

な
り
、
少
し
前
ま
で
誰
も
い
な

か
っ
た
な
ん
て
、
も
う
想
像
が
つ

か
な
い
ほ
ど
で
す
。米
子
や
鳥
取
、

岡
山
な
ど
、
少
し
離
れ
た
場
所
か

ら
の
お
客
さ
ん
が
多
く
、
お
話
を

聞
く
こ
と
で
、
私
も
行
っ
て
み
た

い
場
所
が
増
え
ま
し
た
。

　
わ
さ
び
カ
フ
ェ
が
、
そ
ん
な
仲

間
が
つ
な
が
る
場
所
に
な
る
と
嬉

し
い
で
す
。

　
空
き
家
だ
っ
て
資
源
の
ひ
と

つ
。
た
く
さ
ん
あ
る
資
源
を
活
用

し
て
、
共
有
し
な
が
ら
エ
リ
ア
づ

く
り
が
で
き
る
と
、
も
っ
と
楽
し

い
出
会
い
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
！

No.1
3

せきがね時間

関金温泉若女将（地域おこし協力隊）

西
河
葉
子

▲�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
女
将
の
恩
返
し
」

更
新
中
！

わさびカフェはこの顔

出し看板が目印。

わさびが主役！な「わさ

び丼」。量はお好みで。

「
と
り
た
ん
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
」 

鳥
取
会
場 

開
催
案
内

日�

12
月
７
日（
月
）
～
９
日（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
※
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で

所�

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館 

１
階 

展
示
室 

（
鳥
取
市
尚
徳
町
１
０
１
ー
５
）

特別研究（卒業研究）の
グラフィック作品

インテリアエレメント�
「マイルームの模型製作」

ガラス工芸「ステンドグラスを
用いた卓上照明器具の制作」
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日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物

問市立図書館（あ47―1183/い47―1180）
せきがね図書館（あ/い45―2523）

●Library 市立図書館

◇
○ ◇

△
○ ◇

１１月の開館日
カレンダー 日月火水木金土

休館日：�２日、４日、９日、２４日、３０日

特別資料整理休館日：１２日～１９日

○おはなしかい（１１：００～）倉

◇�あかちゃんのおはなしかい 

（１１：００～）倉

□むかし話をきく会（１１：００～）倉

△おはなしかい（１０：３０～）関

１２３４５６７

８９１０１１１２１３１４

１５１６１７１８１９２０２１

２２２３２４２５２６２７２８

２９３０

問（あ22―4409/い22―4415）

●museum倉吉博物館

【今月のオススメ本】

「山陰駅旅」

今井出版

　気がむいたら、ぶらり途中下車。

山陰地方１８０駅の紹介をはじめ、

個性的なコンテンツが掲載されて

おり、山陰ならではの楽しさが感

じられます。今までとすこし違っ

た旅を楽しんでみませんか。

【今月のイベント】

第１部「親子でわらべうた、手遊びを楽しもう」 

第２部「大人のためのわらべうた、手遊び」

日 �１１月８日（日）�

［第１部］午前１０時～１０時３０分�

［第２部］午前１０時４０分～１１時４０分

所 倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

定員：［第１部］２０組［第２部］３０人

労働セミナー「労務管理のトラブルと対応①」

日 １１月１１日（水）午後１時３０分～３時

所 倉吉交流プラザ　第１研修室

問�鳥取県中小企業労働相談所みなくる倉吉（あ２３－６１３１）

元気！はつらつ！音読教室　※無料・要申込

日１１月１９日（木）午前１０時３０分～１１時３０分

所 倉吉交流プラザ　第１研修室／定員：１５人

申込締切：１１月１５日（日） 午後５時

交流プラザ 第２研修室の無料相談会� ※事前申込必要

こころの相談日 11/19（木） 午後2時～4時
特許情報相談会 11/17（火） 午後1時～4時
ビジネス情報相談会 11/18（水） 午後1時～3時
起業・経営なんでも相談会 11/22（日） 午後1時～5時

倉吉博物館は耐震補強・改修工事のため�

休館しています

　ご不便をおかけしますが、工事へのご理解をお願

いいたします。

休館期間：平成２８年３月中旬まで

※�講座・自然ウォッチングなどの休館中のお問い合わせは、

土・日・祝日を除く平日のみ受け付けています。

自然ウォッチング⑨「天神川のサケをみよう」

　気温が下がり、天神川で生まれて海に出たサケが

再び戻ってくる季節になりました。

　孵
ふ

化してから産卵するまでのサケの一生について

の解説を聞いたあと、実際に川辺からサケを観察し

てみましょう。

　当日はサケが産卵床を掘る姿や産卵の様子、天神

川漁業協同組合による人工授精を観察できるかもし

れませんよ。

日 �１１月１５日（日）午前１０時～

所 天神川河川敷小田橋東詰めより上流へ約８００ｍ

※�事前申込・参加費は

不要。

※小雨決行。

倉吉博物館講座⑨「～公園散歩～打吹公園の碑を

たずねる」

　嘉
よしひと

仁皇太子（後の大正天皇）を奉
ほうげい

迎するため明治

３７年に開園した打吹公園は、倉吉の文化芸術の中

心としてさまざまな記念碑が建てられています。秋

の一日、公園を歩きながら、それぞれの碑にまつわ

る由来や歴史について解説します。

日 �１１月２２日（日）�

午後１時３０分～３時

集合：倉吉博物館前　椿
つばきのなる

ノ平

※事前申込・参加費は不要。

※�歩きやすい服装でおいで

ください。

特別資料整理休館のお知らせ

　図書館が所蔵している蔵書約２４万点を点検、

整理するため、全館休館します。休館中は電話

による相談業務や貸出期間延長サービスも停止

します。ご理解とご協力をお願いいたします。

休館期間：１１月１２日（木）～１９日（木）

▲ �

昨年の自然ウォッチ

ングの様子

どんな記念碑があるかな？



　
服
部
地
区
で
は
、
メ
ロ
ン
や
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
質
の
良
い
作
物
の
産
地
で
あ
る

こ
と
を
生
か
し
、
19
年
前
か
ら「
服
部 

秋
の
収
穫
祭
」を
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
収
穫
祭
で
は
、
大
根
の
収
穫
体

験
や
農
産
物
の
直
販
、
豚
汁
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
大
根
の
収

穫
体
験
は
人
気
が
あ
り
、
開
始
前
に
畑

に
長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
。

　
安
く
て
お
い
し
い
野
菜
が
手
に
入
る

収
穫
祭
は
、
服
部
の
人
々
に
と
っ
て
は

地
域
の
交
流
の
場
。
住
民
同
士
は
も
ち

ろ
ん
、
ほ
か
の
地
域
の
人
と
の
交
流
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
共
働
な
ど
が
、
地

域
の
活
力
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
祭
に
関
わ
る
人
々
の
努
力
が
あ

り
、
届
け
ら
れ
る
野
菜
た
ち
。
そ
う
考

え
る
と
、
も
っ
と
味
わ
い
深
い
も
の
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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●倉吉市の人口●

（住民基本台帳）

男：23,140人（－ 16）

女：25,802人（－ 14）

計：48,942人（－ 30）

20,618 世帯（＋ 4）

（H27.9.30現在）

編集後記

地域を元気にする！ 
「服部 秋の収穫祭」を支える人々

服部自治公民館
館長
石脇雄治さん

学生ボランティアの
皆さん
【左上】横野敦子さん、【右

上】、竹内和也さん【左下】

杉田大輝さん（３人とも鳥

取大学）、【右下】高橋美佐

紀さん（鳥取環境大学）

みんなに会えると

楽しいな～

また呼んでネ！

　この収穫祭は、地域の活性化や、住民同士が

団結して助け合うことによる住みよい村づくり

を目標に開催しています。

　収穫祭では、自分たちが丹精込めて作った農

作物をお客さんに直接販売することができま

す。そこでふれあい、笑顔と喜びが生まれるの

は貴重な体験です。地域の皆さんの明日への活

力になっていると思います。

　毎年楽しみにしてもらい、嬉しい一方で、高

齢化や後継者問題は深刻で、収穫祭の継続が危

ぶまれている現状があります。そんな中、ボラ

ンティアの皆さんが頼もしく、大変助かりまし

た。問題を解決するためにも、元気で住みよい

村をＰＲできる収穫祭で注目を集めることがひ

とつの方法かもしれません。

―参加したきっかけは？

　昨年、ＮＰＯ法人学生人材バンクを通じてボ

ランティアの誘いがあり、参加しました。その

縁もあり、今年も参加を決めました。

―参加してどうでしたか？

　「楽しい！」の一言に尽きます。人と人とが出

会い、収穫した物を皆で分かち合う喜びに満ち

ています。都会とは違う、この地域だからこそ

できる祭りだと思います。これは大学の中だけ

では体験できない。人間関係も広がり、自分た

ちの人生の糧になっていると思います。

―来年も開催されたら？

　ぜひ参加したいです。後輩に受け継ぐなどし

て、縁を大事にしていきたいと思います。

　秋の倉吉はイベントが目白押し。くらすけ

くんもたくさんの会場に登場しました。

　１０月１８日（日）に開かれた「第１９回服

部 秋の収穫祭」にも行ってきましたよ！大根

の収穫体験やとれたて野菜の直販などが人気

のイベントですが、さまざまな人に支えられ

て開催されていることが分かりました。

Interview1

Interview2

今年もええ大根がとれたかえ～

▲このほかにも、準備や当日の運営に多くのボランティアの協力がありました。

　

皆
さ
ん
は
何
の
秋
を
お
迎
え
で
す

か
。ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
に
肉
フ
ェ
ス
に
…

と
私
は
今
年
も
食
欲
の
秋
。冬
に
備
え

ま
す
。芋
煮
会
し
た
い
な
。�

（
Ｅ
・
Ｍ
）

　

服
部
の
取
材
で
は
本
当
に
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
き
、私
も
ま
た
支
え
ら

れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
Ｙ
・
Ｎ
）

　

打
吹
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
撮
影
は
、

ま
さ
に
ト
レ
イ
ル
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
版
の

シ
ャ
ト
ル
・
ラ
ン
の
よ
う
で
、そ
れ
は
そ

れ
は
ハ
ー
ド
な
も
の
で
し
た�

。（
Ｔ
・
Ｆ
）


